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(1) 強度 1011--1012W/cm2 のレーザー光で照射した各種のターゲットから発生する軟X線のスペクトルを計測し，
ターゲット材の原子番号の違いによる発光スペクトルの変化を示し発光に関与するイオンの価数を明らかにして
いる。





(4) レーザープラズ、マ軟X線光源を用い， ZnTe/Si02 薄膜の分光透過率を測定し，元素の原子散乱因子から計算さ
れる分光透過特性との比較を行い，元素の組成比及び膜厚を決定できることを示している。またこの薄膜は厚さが
面内の一方に周期変化する構造を有しているが，この周期長の整数比の波長において分光透過率が変化することを
見出し，この結果をもとに，ナノ構造解析の新しい方法の可能性を提案している。
(5) レーザープラズ、マ軟X線源を用いて密着型軟X線顕微鏡撮影を行い，染色した高分子膜および生物の組織観察，
高分子材の表面粗さ測定等を高分解能で且つ非破壊で実施できることを示している。
以上のように本論文はレーザー生成プラズ、マ軟X線源の材料解析への応用に関し，多くの知見を与えており，電気工
学，レーザー工学及びX線光学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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